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特許庁の組織

経済産業省

特許庁

資源エネルギー庁

中小企業庁

総務部
○総務課
○秘書課

○普及支援課
○国際政策課
○国際協力課

特許庁の業務全般に関する事務の総合調整や、
他の部署が所管しない業務一般を行う。

○会計課
○企画調査課

審査業務部 ○審査業務課
○出願課

●商標課
商標審査基準室
商標国際分類室
商標制度企画室
商標審査機械化企画調整室
商標審査推進室
地域ブランド推進室

●

●商標審査部門
化学
食品
機械
雑貨繊維
産業役務
一般役務
国際商標登録出願

特許・実用新案・意匠・商標の出願受付、
方式審査及び登録の事務、商標の審査を行う。

審査第一部～第四部
○調整課
○意匠課

○特許審査部門
○意匠審査部門

○審判課
○第�部門～第��部門

○第��部門～第��部門

発明及び意匠の審査を行う。

審査官が行った拒絶査定に対する不服の審判や、特許等の無効
や取消を求める審判等を裁判に類似した手続きで審理を行う。

審判部
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弁理士試験の科目免除について、教えてください。

現行弁理士法では、特許庁において審査の事務に従事した期間（審査官補の期間を含む）が通算
して５年以上になる者については、弁理士試験において、工業所有権に関する法令及び条約について行
う試験が免除されます（弁理士法第11条）。なお、審査官昇任後、審査官として審査の事務に７年間
従事した場合には、弁理士となる資格が取得できます（弁理士法第７条）。
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